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　「都」構想、住民投票について語る山中市議
団長（右）、聞き手の片方さん（左）＝25日
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山中市議団長が語る

構
想
？

　
日
本
共
産
党
大
阪
府
委
員

会
は
2
5
日
夜
、
イ
ン
タ
’
‐
‐
ネ

ッ
ト
で
「
大
阪
の
共
産
党
で

す
」
を
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
し

た
。

　
７
回
目
の
今
回
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
も
と
で
「
こ
ん
な
と
き

に
住
民
投
票
？
　
『
都
』
構

想
？
　
山
中
智
子
大
阪
市
議

団
長
に
何
で
も
聞
い
て
み
よ

う
」
が
テ
ー
マ
。
聞
き
手
は

Ｊ
Ｃ
Ｐ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
片
方

真
佐
子
さ
ん
で
す
。

　
山
中
氏
は
、
大
阪
市
を
廃

止
し
、
四
つ
の
特
別
区
に
分

割
す
る
「
大
阪
都
」
構
想
は

　
「
百
害
あ
っ
て
Ｉ
利
な
し
」

と
強
調
。
消
防
や
上
下
水
　
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま

淮
、
都
市
計
画
な
ど
が
府
の
　
え
た
経
済
成
長
や
財
政
シ
ミ

管
轄
と
な
り
、
「
半
人
前
の
　
。
レ
ー
シ
ョ
ン
の
や
り
直
し

自
治
体
に
な
り
分
権
の
流
れ
　
も
せ
ず
「
虚
偽
に
近
い
」
と

か
ら
真
逆
。
地
方
自
治
を
破
　
批
判
。
何
が
何
で
も
住
民
投

壊
す
る
最
悪
の
制
度
」
と
述
　
票
を
や
ろ
う
と
す
る
の
は

べ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
「
時
間
が
た
て
ぱ
市
民
に
中

　
　
「
『
都
』
で
生
活
は
よ
く
　
身
が
わ
か
り
、
ま
た
否
決
さ

な
る
の
か
」
の
問
い
に
、
権
　
れ
た
く
な
い
と
い
う
自
信
の

限
と
基
本
的
税
収
が
府
に
吸
　
な
さ
の
表
れ
だ
」
と
指
摘

い
上
げ
ら
れ
る
一
方
、
ラ
ン
　
し
、
「
市
民
に
よ
る
手
作
り

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
（
維
持
費
）
　
の
宣
伝
が
あ
ち
こ
ち
で
始
ま

が
増
え
、
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
　
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き

は
低
下
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
　
が
広
が
れ
ば
必
ず
『
都
』
構

と
指
摘
。
中
之
島
庁
舎
に
三
　
想
は
止
め
ら
れ
る
」
と
強

つ
の
特
別
区
の
職
員
が
入
　
調
。
「
よ
り
よ
く
変
え
て
い

り
、
自
治
体
と
は
い
え
な
い
　
こ
う
を
合
言
葉
に
、
今
度
こ

姿
に
な
る
こ
と
や
、
介
護
保
　
そ
大
阪
市
の
も
つ
大
き
な
力

険
　
　
　
　
は
「
一
部
事
　
と
権
限
を
市
民
の
命
や
暮
ら

務
組
合
」
が
担
い
、
住
民
の
　
し
、
ご
商
売
を
守
る
こ
と
に

声
が
ま
っ
た
く
届
か
な
く
な
　
便
う
新
し
い
大
阪
の
ス
タ
ー

る
と
述
べ
ま
し
た
。
　
　
　
　
ト
を
切
り
た
い
」
と
語
り
ま

　
　
「
大
阪
都
」
の
協
定
書
案
　
し
た
。
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